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78.57% ⇒ 92.86%

出席率会員数 欠席者 出席者

10月2日 の修正出席率

14名 4名 10名 71.4%

 出席委員会 松本政彦 君 

 

 

 

 

 

 

 ｢私の故郷と米山奨学生｣ 

米山奨学生 ローリップギー さん 

私は和歌山大学システム工学部四年生のローリップギーと

申します。現在は岩出ロータリークラブにお世話になっていま

す。 

私の母国マレーシアは東南アジアにある国です。首都のクアラ

ルンプールはとても賑やかな都市で, 世界一番高いツインタワ

ーのペトラナス・ツイン・タワーはここのランドマークです。また, 

マレーシアにはビーチリゾートが沢山あります。その中の一つ

がこのランカウイ島です。この島は世界ジオパークとして認定さ

れて, 大自然が好きな方に向いています。それ以外, 世界文

化遺産と世界自然遺産などもあるため, 歴史と自然を同時に

楽しむことができます。 

マレーシアの特徴の一つは多民族社会で, マレー, 中国と

インドの３つのアジア文化が共存しています。 三大民族は団

結を用いてイギリスから国の独立を実現しました。 同時に, 各

民族はそれぞれの言語, 宗教と文化を代々引き継いで守って

きました。62 年が経過した今でも, 私達はお互いを尊重して, 

平和な暮らしを大切にしています。 

そのような国で私は 17 年を過ごしました。中等教育を卒業する

私が「日本への留学」を考え始めたきっかけは友達の誘いでし

たが, 留学を決めた理由は「ルックイースト」政策でした。その

政策は 1981 年にマレーシアのマハティール首相が提唱して,

「日本人の集団主義と勤労倫理を学べ」という考えを中心に, 

マレーシア人の日本に対する関心を高めました。日本を尊敬し

ているマレーシアの社会で生まれ育った私は, 日本の技術を

学びたいと思って, 留学を決めるまで時間がかかりませんでし

た。 

日本に来てから4年半が過ぎて, 米山奨学生としての生活も

今年が 2 年目です。私は奨学生として様々な行事に参加して, 

沢山の学びの機会を得ました。私達は毎月世話クラブの例会

に出席して, 各ロータリークラブの例会で卓話をしています。そ

れ以外に私達はどのような活動しているか疑問に思ったことは

ありませんか？例えば, 皆様がご出席の地区大会に私達も参

加しています。一年間を通してほぼ毎月約 1 回の活動があって, 

その中で私達は国際理解を深めています 

 私達の活動の共通点は「交流」です。交流する対象が変われ

ば交流相手と織りなす理解もまた変わります。例えば,奨学生

同士の交流の中で, 私達はお互いの国のことを学んで, 名前

しか分からなかった国のことを少しずつ知るようになります。例

えば, 交流対象が日本の青少年の場合, 私達は留学生の視

野では理解できなかった日本のことに気づかされます。同時に, 

彼らに興味を持ってもらえるように私達の国のことを伝えます。

例えば, ロータリアンとの交流の際, 私達は「親睦と奉仕」につ

いて勉強して, ロータリー精神を習います。交流を通じて,私達

はお互いを理解して, 受け入れます。 

 ロータリーファミリの中には学友会という組織があります。これ

は元米山奨学生の同窓会で, 卒業した私達は学友として活動

を続けています。「国際理解と親善」は米山奨学生の責任です

が, 奨学生としてできることは限られています。卒業後, 仕事を

始めた私達にできることは増えて, 変わります。私は残された

半年間も卒業後も,今まで出会ったとこれから出会う人々との交

流を大切にして, できることを頑張りたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【私の家族】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Malaysia の民族衣装】 

 

観光地にもなっている町並み 
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本日のプログラム 


